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さえ「四十にして惑わず」（論語・為政）と回顧している。つまりそれまでは惑っていたことになる。
聖人たちさえそうだったとすれば、自分がいま是としていることをそのまま絶対的に正しいとする
のは問題であることになろう。道に対するこうした謙虚さ、そして人心の異なること面の如し（徂
徠の愛用句）という他者に対する寛容の姿勢をもって、西は公的生活を開始したわけである。やが
て異質な西洋文明に出会った際に、彼が儒学の理念や概念を媒介としながら、それを高く評価しえ
た背景には、こうした二十歳の西が経験し獲得した境地があったと思われる。
　　なおこの一文のうち「六十年」「五十九非」を「五十年」「四十九非」に作ったものが『淮南子』
「原道訓」に引かれており（前掲の福永訳注『荘子 外篇・雑篇』200頁）、朱子はそれもまた荘子に
由来する伝承と解して、上記のように「荘周」に典拠を求めたようである。西の文章の末尾に「自
今以往、その四十九年の非における者、また如何ぞや」とあるのは、この淮南子の一文をうけたも
のであろう。
（13）本文のこの箇所によれば、徂徠学に改説する以前の西は、すでに崎門一筋ではなくなっていた
ようである。十六七歳の時に左国史漢や先秦諸子を読んだというから、その頃、老荘や功利の教え
の影響をうけて程朱学にやや距離をおくようになり、日常生活もそれまでの厳格な態度から違って
きていたのかもしれない。
　　なお晩年の西が記した「履歴」によれば、四歳の年に家庭で孝経の素読をうけ、六歳頃から祖父
について四書の素読をうけた。のち数名から句読を受け、十二歳で養老館に入って山口慎斎の句読
をうけた。またその頃までに五経を終え、近思録、靖献遺言、蒙求、文選、左国史漢に及んだとい
う（『西周全集』第三巻、723～724頁）。「志向文」からうかがえる知的経歴（十四五歳のころほぼ
漢文を独りで読めるようになり、宋学の代表的書籍を熟読し、その工夫を実践した。十六七歳のこ
ろ、左国史漢や百家の書を読んで宋学との違いに気付き、十八歳で徂徠学に出会った）とはやや異
なっている。検討を要する点といえよう。
（後記：本稿は2016年11月27日に開かれた第14回西周シンポジウム「西周と学問の革新」
における講演の原稿に多少の手を加えたものである。シンポジウムは、島根県立大学 
西周研究会の主催、津和野町・津和野町教育委員会の後援で、津和野町民センターで開
かれた。当日、熱心に聴講し有益な質問をして下さった皆さん、また会場設営・受付・
司会進行にあたって下さった方々に、この場をかりて厚くお礼申し上げる。）
（HIRAISHI Naoaki）
